
会
員
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
？

今
年
度
の
一
連
の
行
事
は
、
総

会
に
続
い
て
防
衛
講
話
及
び
意
見

交
換
会
を
実
施
致
し
ま
す
。
今
年

度
の
防
衛
講
話
は
、
初
め
て
と
な

る
航
空
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
元
中
部
航

空
方
面
隊
司
令
官
に
お
願
い
し
て

あ
り
ま
す
。

大
変
興
味
の
あ
る

講
話
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

総
会
の
日
時
及
び
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

各
議
案
に
つ
い
て
は
、
次
頁
以

降
に
掲
載
し
ま
す
が
、
最
終
議
案

は
総
会
時
に
提
示
致
し
ま
す
。

参
加
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
同

封
又
は
別
送
の
ハ
ガ
キ
に
て
ご
回

答
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、

ご
欠
席
及
び
ご
回
答
の
無
い
会
員

の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
議
案
の
採

決
に
つ
い
て
議
長
一
任
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
支
部
長
記
）

「
厚
木
基
地

観
桜
会
」
は
、

米
海
軍
及
び
地

域
交
流
恒
例
行

事
と
し
て
３
月

２
６
日
（
水
）

１
７
３
０
～
１

９
０
０
の
間
、

海
上
自
衛
隊
厚

木
基
地
体
育
館

に
お
い
て
、
鈴

木
克
哉
第
４
航

空
群
司
令
主
催

の
元
、
開
催
さ

れ

ま

し

た

。

（
鈴
木
群
司
令

は
、
３
月
２
４

日
に
前
徳
留
群

司
令
と
交
代
）

相
模
大
塚
駅

か
ら
基
地
体
育

館
ま
で
の
大
型

バ
ス
が
運
航
、

会
場
入
り
口
で

名
札
受
領
、
レ

シ
ー
ビ
ン
グ
ラ

イ
ン
で
鈴
木
群

司
令
夫
妻
の
出

迎
え
を
受
け
招

待
者
等
が
続
々

入
場
、
適
宜
立

食
形
式
の
テ
ー
ブ
ル
に
就
き
、
ド

リ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
で
好
み
の
ウ
エ

ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク
を
受
け
取
り
喉

を
潤
し
な
が
ら
開
会
を
待
ち
ま
し

た
。金

嶋
航
空
集
団
司
令
官
、
厚
木

基
地
所
在
部
隊
指
揮
官
、
主
要
幹

部
・
幹
部
海
曹
士
代
表
、
招
待
者

と
し
て
米
軍
厚
木
基
地
司
令
官
を

は
じ
め
と
す
る
主
要
幹
部
、
地
元

選
出
の
太
衆
議
院
議
員
、
近
隣
の

橘
川
綾
瀬
・
古
谷
田
大
和
・
佐
藤

座
間
市
長
及
び
市
議
会
議
長
・
議

員
並
び
に
自
治
体
の
関
係
者
、
防

衛
関
連
会
社
、
藤
本
隊
友
会
県
央

支
部
長
、
真
木
湘
南
水
交
会
会
長
、

厚
木
基
地
協
力
会
、O

B

等
約
３
５

０
名
が
出
席
、
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

鈴
木
４
空
群
司
令
の
基
地
周
辺

自
治
体
へ
の
友
好
と
感
謝
、
２
日

前
に
着
任
し
観
桜
会
が
最
初
の
仕

事
で
あ
る
と
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
古
谷
田
大

和
市
長
、
橘
川
綾
瀬
市
長
か
ら
最

近
の
自
衛
隊
の
活
動
・
感
謝
等
の

来
賓
挨
拶
、
太
衆
議
院
議
員
、
佐

藤
座
間
市
長
、
地
元
選
出
の
綱
嶋

県
会
議
員
、
綾
瀬
・
大
和
・
座
間

市
会
議
員
、
自
治
体
の
関
係
者
、

藤
本
隊
友
会
県
央
支
部
長
、
真
木

湘
南
水
交
会
会
長
、
入
田
厚
木
基
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令
和
７
年
度
総
会

会員の皆様方に置かれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。また日頃より、県央支部

の諸活動に深いご理解と格別のご支援を賜り、心から厚く御礼申し上げます。

このたび「令和７年度県央支部総会」を下記のとおり開催致します。なお総会に続いて「防衛講話」

及び「意見交換会」を実施致します。

同封のハガキ又は別送のハガキにて参加の可否をお知らせ下さい。

【日 時】 令和７年６月１３日（金）１６：００～１６：４５

【場 所】 ザ・ウィングス海老名：海老名市中央１丁目１７－１０

（海老名駅から徒歩：約７～８分）

【会 費】 意見交換会 ￥６，０００

【駐車場 有り】

令和７年度総会のお知らせ

令
和
７
年
厚
木
基
地
観
桜
会



地
協
力
会
長
等
Ｖ
Ｉ
Ｐ
が
紹
介
さ
れ
た
。

舞
台
に
上
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

金
嶋
空
団
司
令
官
・
鈴
木
４
空
群
司
令
・

米
海
軍
厚
木
基
地
司
令
官
・
太
衆
議
院
議

員
、
綾
瀬
・
大
和
・
座
間
市
長
等
々
で
の

鏡
割
り
で
基
地
観
桜
会
が
開
会
し
た
。

鏡
割
り
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、
鏡
割
り

の
桝
酒
も
振
る
舞
わ
れ
一
気
に
宴
会
モ
ー

ド
と
な
っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
例
年
で
あ
れ
ば
桜
花
爛

漫
の
観
桜
会
だ
が
、
今
年
は
天
候
不
順
の

た
め
桜
の
開
花
は
１
～
２
分
咲
き
だ
っ
た

が
、
会
場
内
は
春
の
訪
れ
一
杯
、
い
た
る

と
こ
ろ
で
英
語
・
日
本
語
で
の
懇
談
を
深

め
る
友
好
の
輪
が
拡
が
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
素
晴
ら
し
い
１
．
５
時
間
で
し
た
。

（
福
田
監
事
役
記
）

１
．
全

般

新
型
コ
ロ
ナ
も
一
段
落
し
た
か
の
よ
う

な
政
府
発
表
や
報
道
に
よ
り
、
懇
親
会
や

会
合
が
順
次
再
開
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
夏
以
降
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎

等
が
猛
威
を
振
る
い
、
医
療
現
場
で
は
コ

ロ
ナ
と
合
わ
せ
て
ト
リ
プ
ル
デ
ミ
ッ
ク
の

危
機
が
報
告
さ
れ
、
病
院
や
発
熱
外
来
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
朝
か
ら
行
列
が
で
き
て
い

た
。
ま
た
年
末
か
ら
は
そ
の
他
感
染
症
を

含
め
小
中
学
校
の
休
校
や
学
年
閉
鎖
も
見

受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
海
外
か
ら
の
観
光

客
の
感
染
者
増
に
よ
り
医
薬
品
不
足
が
報

道
さ
れ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
弊
害
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度

も
引
き
続
き
状
況
を
良
く
把
握
し
会
員
の

安
全
安
心
を
第
一
に
事
業
計
画
の
実
施
に

努
め
た
い
。

２
．
令
和
６
年
度
事
業
実
績

（
１
）
令
和
６
年
度
支
部
総
会
は
５
月
３

１
日
（
金
）
正
会
員
３
７
３
名
、
委
任
状

を
含
め
２
１
７
名
（
５
８
％
）
の
参
加
を

得
て
実
施
、
５
年
度
事
業
実
績
、
５
年
度

会
計
報
告
、
６
年
度
事
業
計
画
、
６
年
度

予
算
計
画
、
６
年
度
県
及
び
支
部
役
員
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
中
止

し
て
い
た
防
衛
講
話
及
び
意
見
交
換
会

（
懇
親
会
）
を
５
年
振
り
で
開
催
し
た
。

（
細
部
は
県
央
ニ
ュ
ー
ス
７
月
号
に
掲
載
）

（
２
）
県
央
支
部
理
事
役
会
は
計
画
ど
お

り
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
、
隊
友
紙
に
つ

い
て
は
８
月
台
風
の
た
め
８
月
分
を
９
月

７
日
に
延
期
し
て
発
送
し
た
ほ
か
、
県
央

ニ
ュ
ー
ス
の
発
刊
・
配
布
も
計
画
ど
お
り

実
施
し
た
。

（
３
）
県
隊
友
会
理
事
役
会
も
計
画
ど
お

り
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
６
月
１
５
日

（
土
）
に
定
期
総
会
が
実
施
さ
れ
た
。

（
４
）
県
規
則
及
び
支
部
規
則
に
規
定
さ

れ
た
「
個
人
情
報
管
理
状
況
定
期
検
査
」

は
１
２
月
２
１
日
（
土
）
支
部
長
及
び
監

事
役
を
検
査
官
と
し
て
実
施
、
名
簿
等
は

適
時
適
切
に
更
新
さ
れ
、
保
管
・
管
理
状

況
と
も
適
正
で
あ
り
問
題
な
か
っ
た
。

（
５
）
防
災
訓
練
（
活
動
）
に
つ
い
て
は
、

県
防
災
部
会
（
７
／
６
，
３
／
１
）
に
防

災
部
長
が
出
席
し
、
ビ
ッ
グ
レ
ス
キ
ュ―

か
な
が
わ
（
１
１
／
２
３
）
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
被
災
情
報
収
集
訓
練
（
５
／

２
０－

２
３,

１
１
／
１
６―

２
０
）
に
防

災
部
長
以
下
６
名
が
参
加
し
た
。
ま
た
例

年
２
月
実
施
の
図
上
訓
練
は
防
災
会
議
に

置
き
換
え
実
施
さ
れ
た
。

（
６
）
家
族
支
援
に
つ
い
て
は
、
主
に
厚

木
航
空
基
地
支
援
団
体
連
絡
協
議
会
（
６

団
体
）
に
よ
る
厚
木
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
ｔ
ー
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
及
び
座

間
駐
屯
地
に
お
け
る
家
族
会
主
導
の
陸
自

家
族
支
援
の
２
本
立
て
で
実
施
し
て
お
り
、

厚
木
航
空
基
地
に
つ
い
て
は
、
６
団
体
合

同
会
議
（
７
／
２
）
、
海
自
４
空
群
主
催

の
保
育
講
習
及
び
入
出
門
訓
練
（
９
／
４
）
、

Ａ
ｔ
ー
Ｆ
Ｓ
Ｃ
通
信
訓
練
（
１
／
２
０－

２
３
）
に
参
加
し
、
座
間
駐
屯
地
に
つ
い

て
は
陸
自
家
族
支
援
（
安
否
確
認
要
請
）

（
１
０
／
１
）
を
実
施
し
た
。

（
７
）
広
報
官
激
励
会
及
び
あ
つ
ぎ
鮎
ま

つ
り
納
涼
懇
親
会
に
つ
い
て
は
、
募
集
広

報
活
動
強
化
策
に
よ
り
昼
夜
に
わ
た
っ
て

広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
か
ら
開
催

は
困
難
と
判
断
し
地
本
協
力
を
優
先
し
３

団
体
（
自
衛
官
募
集
相
談
員
会
、
自
衛
隊

家
族
会
、
隊
友
会
）
で
協
議
の
上
、
８
月

の
実
施
は
中
止
し
広
報
官
激
励
会
を
１
２

月
１
４
日
の
３
団
体
合
同
忘
年
会
に
合
わ

せ
て
実
施
し
た
。

（
８
）
広
報
官
広
報
活
動
支
援
に
つ
い
て

は
、
厚
木
航
空
基
地
日
米
親
善
春
ま
つ
り

（
４
／
２
０
）
、
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
（
８

／
３－

４
）
及
び
綾
瀬
市
大
納
涼
祭
（
８

／
２
５
）
に
お
け
る
広
報
ブ
ー
ス
支
援
を

実
施
し
た
。
そ
の
他
自
治
体
行
事
等
に
お

け
る
支
援
依
頼
は
な
く
、
出
店
に
つ
い
て

も
昨
年
同
様
負
担
が
大
き
い
割
に
メ
リ
ッ

ト
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
実
施
し
な
か
っ
た
。

（
９
）
友
好
諸
団
体
交
流
及
び
関
係
諸
団

体
行
事
に
つ
い
て
は
、
家
族
会
総
会
（
５

／
２
５
）
、
県
北
支
部
総
会
（
６
／
１
）
、

防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
（
１
１
／
１
８
）
、

大
和
市
自
衛
隊
協
力
会
懇
親
会
（
１
２
／

５
）
、
県
北
支
部
賀
詞
交
歓
会
（
２
／
１
）

に
出
席
す
る
と
と
も
に
、
広
報
官
激
励
会
・

３
団
体
合
同
懇
親
会
（
１
２
／
１
４
）
を

開
催
し
た
。

（
１
０
）
基
地
駐
屯
地
記
念
行
事
は
、
厚

木
航
空
基
地
日
米
親
善
春
ま
つ
り
（
４
／
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令
和
６
年
度
事
業
実
績

及
び
令
和
７
年
度
事
業
計
画(

案)

鏡割りを行う群司令、綾瀬市長＆議長



２
０
）
、
座
間
駐
屯
地
花
火
大
会
（
８
／

３
）
、
厚
木
基
地
も
ち
つ
き
大
会
（
１
２

／
４
）
、
座
間
駐
屯
地
年
末
行
事
（
１
２

／
１
７
）
、
４
空
群
コ
ン
サ
ー
ト
（
３
／

１
３
）
、
厚
木
基
地
観
桜
会
（
３
／
２
６
）

に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

（
１
１
）
厚
木
航
空
基
地
指
揮
官
表
敬
に

つ
い
て
は
、
基
地
行
事
等
に
合
わ
せ
て
表

敬
し
意
見
交
換
会
や
懇
親
会
な
ど
で
懇
談

の
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、
支
部
長
が
個

別
に
指
揮
官
表
敬
（
４
／
１
８
・
１
９
，

９
／
１
２
）
及
び
地
本
厚
木
募
集
案
内
所

慰
問
（
８
／
２
）
を
実
施
し
た
。

（
１
２
）
厚
木
航
空
基
地
殉
職
隊
員
追
悼

式
は
１
０
月
１
１
日
（
金
）
に
実
施
さ
れ

支
部
長
と
監
事
役
が
参
列
し
た
。

（
１
３
）
７
年
度
入
隊
入
校
予
定
者
激
励

会
を
３
団
体
合
同
で
３
月
１
５
日
（
土
）

に
厚
木
商
工
会
館
で
実
施
し
た
。

（
１
４
）
県
防
衛
諸
団
体
合
同
賀
詞
交
歓

会
は
１
月
１
１
日
（
土
）
実
施
さ
れ
た
が
、

調
整
が
つ
か
ず
参
加
で
き
な
か
っ
た
。

（
１
５
）
か
な
が
わ
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

は
、
昨
年
ま
で
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
で
実

施
し
て
い
た
が
、
建
物
改
修
の
た
め
、
今

年
は
横
浜
武
道
館
で
２
月
１
１
日
（
火
・

祝
）
に
実
施
さ
れ
、
協
賛
金
の
募
集
及
び

集
金
の
支
援
を
実
施
し
た
。

３
．
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

別
表
第
１
に
示
す
と
お
り
。

例
年
の
実
績
に
沿
っ
て
計
画
し
た
が
、

６
年
度
実
績
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
負
担

の
わ
り
に
メ
リ
ッ
ト
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

事
業
と
し
て
「
出
店
」
を
削
除
し
当
分
様

子
を
見
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
の
８
月
開
催

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
現
行
計
画
通
り

で
す
が
、
来
年
度
か
ら
酷
暑
時
期
を
避
け

る
方
向
で
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
来
年
度

以
降
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
計
画
に
反

映
し
て
い
き
た
い
。

ま
だ
ま
だ
全
般
と
し
て
具
体
的
な
日
程

等
、
細
部
に
つ
い
て
未
定
の
部
分
が
多
く
、

各
関
連
団
体
と
調
整
し
決
定
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
事
業
部
長
記
）

昨
年
８
月
に
経
理
部
長
を
引
き
継
い
だ

宗
潤
二
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
計
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
支
部
総
会

開
催
に
先
立
ち
当
書
面
に
て
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活

に
戻
っ
た
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
で
「
あ

つ
ぎ
鮎
祭
り
」
に
伴
う
３
団
体
合
同
納
涼

懇
親
会
及
び
厚
木
募
集
案
内
所
広
報
官
激

励
会
な
ど
が
取
り
や
め
ら
れ
る
な
ど
、
事

業
の
縮
小
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
受
取
会
費
に
つ
い
て
は
会
員
数

の
減
少
が
あ
り
、
昨
年
度
よ
り
若
干
減
少

し
た
も
の
の
７
２
０
，
０
０
０
円
ほ
ど
徴

収
し
ま
し
た
。
支
出
に
つ
い
て
は
県
本
部

へ
の
納
付
金
が
会
員
数
の
１
０
％
か
ら
２

０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

１
０
０
，
０
０
０
円
ほ
ど
の
黒
字
で
推
移

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

員
の
減
少
に
伴
い
会
費
の
減
少
及
び
隊
友

紙
購
読
料
の
減
少
を
い
ず
れ
も
１
０
％
の

減
少
を
見
積
も
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
つ

き
ま
し
て
は
７
年
度
事
業
計
画
が
円
滑
に

実
施
で
き
ま
す
様
に
昨
年
度
の
実
績
及
び

コ
ロ
ナ
禍
前
の
数
年
の
実
績
を
参
考
に
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
異
な
る
点
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

・
会
費
徴
収
１
０
％
減
の
２
６
０
，
０

０
０
円
及
び
本
部
還
付
金
会
費
は
６
年

度
同
様
に
減
少
が
見
込
ま
れ
３
０
，
０

０
０
円

・
隊
友
紙
購
読
料
１
０
％
減
の
１
０
０
，

０
０
０
円

・
経
常
収
益
「
雑
収
益
」
は
、
総
会
参

加
費
３
０
０
，
０
０
０
円

・
経
常
費
用
「
本
部
へ
の
納
付
金
」
は

１
０
％
減
少
を
見
積
も
り
１
３
７
，
０

０
０
円

・
「
総
会
費
」
に
３
０
０
，
０
０
０
円

を
、
「
雑
費
」
に
音
楽
祭
り
協
賛
金
、

そ
の
他
を
含
め
１
０
０
，
０
０
０
円

以
上
を
加
味
し
６
年
度
決
算
及
び
７
年

度
予
算
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別
表
第

２
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
新
年
度
も
経

済
的
、
効
率
的
に
予
算
の
執
行
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
経
理
部
長
記
）

令
和
６
年
度
の
事
業
及
び
会
計
に
関
す

る
監
査
結
果
は
、
総
会
当
日
に
報
告
い
た

し
ま
す
。
。

（
監
査
役
記
）

令
和
７
年
度
の
県
央
支
部
役
員
（
案
）

（
県
本
部
役
員
を
含
む
。
）
は
、

別
表
第

３
の
と
お
り
で
す
。

（
支
部
長
記
）

令
和
７
年
２
月
１
日
（
土
）
座
間
市
ふ

れ
あ
い
会
館
内
の
食
堂
「
み
ん
な
の
や
ま

ち
ゃ
ん
」
に
お
い
て
、
令
和
７
年

県
北
支

部
賀
詞
交
歓
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、

佐
藤
座
間
市
長
を
は
じ
め
佐
々
木
県
隊
友

会
会
長
、
近
隣
の
市
議
会
議
員
、
座
間
駐

屯
地
の
安
藤
副
群
長
及
び
最
先
任
上
級
曹

長
、
大
槻
座
間
駐
屯
地
家
族
支
援
連
絡
協

議
会
会
長
、
家
族
会
相
模
原
地
区
会
会
長

等
、
県
北
支
部
会
員
を
加
え
て
約
３
０
名

が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
最
高
齢
は
９
２

歳
で
あ
っ
た
。
県
央
支
部
か
ら
は
支
部
長

及
び
青
海
広
報
部
長
が
参
加
し
た
。

交
歓
会
は
、
定
刻
ど
お
り
１
３
：
０
０

に
開
会
宣
言
に
続
い
て
平
本
相
談
役
（
元

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
方
面
隊
司
令
官
）

の
乾
杯
で
幕
が
開
い
た
。
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令
和
６
年
度
監
査
報
告

令
和
７
年
度
県
央
支
部
役
員(

案)

県
北
支
部
賀
詞
交
歓
会

令
和
６
年
度
会
計
報
告

及
び
令
和
７
年
度
予
算(

案)



し
ば
ら
く
歓
談
の
後
、
力
石
県
北
支
部

長
の
主
催
者
挨
拶
が
あ
っ
た
。
一
般
的
に

は
主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
乾
杯
で
あ
る
が
、

県
北
支
部
で
は
乾
杯
の
後
主
催
者
挨
拶
が

慣
例
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

佐
藤
座
間
市
長
の
祝
辞
の
後
、
参
加
者

の
ス
ピ
ー
チ
タ
イ
ム
（
各
人
２
分
程
度
：

自
己
紹
介
・
近
況
報
告
・
趣
味
の
話
な
ど

何
で
も
可
）
が
あ
っ
た
。

歓
談
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
二

町
顧
問
の
一
本
締
め
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
出
来
て
有
意

義
な
賀
詞
交
歓
会
で
あ
っ
た
。

令
和
７
年
３
月
１
５
日
（
土
）
厚
木
商

工
会
館
に
お
い
て
、
厚
木
募
集
案
内
所
管

内
か
ら
新
た
に
自
衛
隊
に
入
隊
入
校
が
予

定
さ
れ
て
い
る
若
者
を
激
励
す
る
た
め
の

会
が
行
わ
れ
た
。
本
行
事
は
厚
木
管
内
募

集
相
談
員
会
、
家
族
会
及
び
隊
友
会
の
３

団
体
共
催
の
行
事
で
あ
る
。

そ
の
準
備
に
は
厚
木
募
集
案
内
所
の
明

神
所
長
以
下
全
所
員
が
一
丸
と
な
っ
て
準

備
に
当
た
り
、
当
日
の
進
行
に
も
多
大
の

貢
献
を
し
た
。

当
日
は
、
山
口
厚
木
市
長
、
内
野
海
老

名
市
長
、
古
谷
田
大
和
市
長
、
橘
川
綾
瀬

市
長
、
沼
田
愛
川
副
町
長
、
川
瀬
清
川
副

村
長
を
は
じ
め
、
県
議
会
議
員
、
市
町
村

議
会
議
員
、
募
集
相
談
員
会
、
家
族
会
、

隊
友
会
か
ら
の
参
加
者
、
入
隊
入
校
予
定

者
及
び
そ
の
家
族
等
を
合
わ
せ
て
約
１
３

０
名
の
大
激
励
会
で
あ
っ
た
。
県
央
支
部

か
ら
は
藤
本
支
部
長
、
齊
藤
理
事
役
が
参

加
し
た
。

現
役
か
ら
は
、
海
上
自
衛
隊
第
４
航
空

群
司
令
や
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
長
が
参

加
し
た
。

主
催
者
代
表
（
堀
江
自
衛
官
募
集
相
談

員
会
会
長
）
の
挨
拶
、
来
賓
の
挨
拶
の
後
、

藤
本
支
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
と
な
っ

た
。各

地
区
ご
と
に
配
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル

で
は
、
初
々
し
い
予
定
者
や
ご
家
族
と
の

会
話
が
弾
み
、
和
や
か
な
ひ
と
時
で
あ
っ

た
。
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入
隊
入
校
予
定
者
激
励
会

部
隊
指
揮
官

３
月
２
２
日
現
在

航
空
集
団

司
令
官

海

将

金
嶋

浩
司

幕
僚
長

海
将
補

髙
田

哲
哉

第
５
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

大
久
保

勝
司

第
６
１
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

橋
口

剛

航
空
管
制
隊

隊
司
令

１
海
佐

小
俣

泰
二
郎

第
４
航
空
群

群

司

令

海
将
補

鈴
木

克
哉

首
席
幕
僚

１
海
佐

藤
本

典
法

第
３
航
空
隊

隊
司
令

１
海
佐

加
藤

太
輔

第
４
整
備
補
給
隊

隊
司
令

１
海
佐

木
村

孝
行

厚
木
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

白
石

英
史

硫
黄
島
航
空
基
地
隊

隊
司
令

１
海
佐

宮
崎

研
三

そ
の
他
の
部
隊

航
空
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
隊

隊
司
令

１
海
佐

白
戸

将
吾

厚
木
シ
ス
テ
ム
通
信
分
遣
隊
・
厚
木
警

務
分
遣
隊
に
つ
い
て
は
、
割
愛
致
し
ま
す
。

第
４
施
設
群
長
兼
座
間
駐
屯
地
司
令

１
陸
佐

橋
口

尚
徳

座
間
駐
屯
地
業
務
隊
長

２
陸
佐

豊
田

剛
至
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編
集
後
記

△

米
国
の
大
統
領
が
ト
ラ
ン
プ

氏
な
っ
て
か
ら
僅
か
数
ヶ
月
し

か
経
過
し
て
い
な
い
の
に
、
世

界
中
が
か
き
回
さ
れ
て
い
る
。

特
に
関
税
や
米
軍
の
駐
留
経
費

や
防
衛
費
に
関
し
て
我
が
国
へ

の
影
響
も
多
大
な
も
の
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
４
年
間
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
行
方
を
注
視
し
た

い
。

△

世
界
が
関
税
の
応
酬
に
明
け

暮
れ
て
い
る
間
に
、
習
近
平
政

権
は
、
一
帯
一
路
の
国
々
に
接

近
し
中
国
へ
の
取
り
込
み
を
画

策
し
て
い
る
。
一
度
中
国
に
取

り
込
ま
れ
る
と
そ
の
足
カ
セ
か

ら
逃
れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
分
な
警
戒
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

△

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

が
継
続
し
、
北
朝
鮮
兵
士
や
中

国
軍
兵
士
の
参
戦
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
だ
。
中
東
で
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
闘
の
行

方
も
不
透
明
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
イ

ン
フ
ラ
の
破
壊
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
は
あ

る
だ
ろ
う
が
、
早
期
の
和
平
を

望
む
ば
か
り
だ
。

△

会
員
各
位
へ
の
お
願
い
：

投
稿
記
事
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

編
集
子


